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別紙１－２    論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨     
  

 社会性や対人関係に困難をもつ自閉症スペクトラム障害（Autism Spectrum Disorder,以下

ASD）、衝動性のコントロールや実行機能に困難がある注意欠如/多動性障害（Attention 

Deficit/Hyper-activity Disorder,以下 ADHD）などの発達障害は、認知・行動・社会性など、

生活全般に長期的な影響を与える。自己の発達は、思春期・青年期における重要な発達課

題であり、自己は他者との相互交渉なしには成立せず、相互作用の中で発達していく。発達

障害のある若者は、発達課題に合った仲間関係を築くことに困難をもちやすいことから、自己

の発達が脅かされやすいと考えられる。しかし、発達障害のある思春期・青年期の若者が、ど

のように自己をとらえ、自己を形成していくのか、本人の体験からその様相を明らかにする研

究は、国内外において非常に少ない。人との相互作用に困難を持ちやすく、自己の発達が脅

かされやすいと考えられる発達障害のある若者の自己を明らかにし、支援を検討することは、

人間の発達過程を長期的に支え、本人の視点を基盤とした看護の検討に寄与すると考えら

れ、本研究を行った。 

 

本研究の新知見と意義は要約すると以下のとおりである。 

1. 自己を明らかにするために、自閉症スペクトラム障害（ASD）あるいは注意欠如多動性

障害（ADHD）のある若者 17 名に面接調査を行った結果、３概念《自己への関心と実感》

《意向と自己の変容》《注目されない、実感されない自己》が生成された。 

2.  ASD あるいは ADHD のある若者は、自己を実感する豊かな体験をもつ一方で、自

己を実感したり注目したりしにくい特徴を持つことが示された。 

3.  ASD あるいは ADHD のある若者の自己の変容には共通するパターンがあり、安心

感と自分の感覚や特徴の実感が、自己の発達の基盤となる重要な体験であることが示

唆された。 

4.  ASD あるいは ADHD のある若者は、他者と自己が共に良い状態を志向していた。 

5.  他者との相互作用を通して、ASD あるいは ADHD のある若者が自己の感情や実感

を体験する過程を長期的に支えることの重要性が示唆された。 

 

本研究は、ASD あるいは ADHD のある若者の支援において、症状のみではなく自己の

発達に注目し、相互作用を通して長期的な視野を持って支援するために重要な知見を

提供した。尚、本論文の主たる内容は、Journal of Autism and Developmental 

Disorders（JCR 2020 impact factor: 4.291）に掲載された。 

 

以上の理由により、本研究は博士（看護学）の学位を授与するに相応しい価値を有す

るものと評価した。 






